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環境理念

　金山建設株式会社は、建設事業活動を通して、今ある自然環境への負荷軽減を

図る為に、環境保全を意識し、環境経営システムの構築及び運用することにより、

環境保全活動を自主的積極的に推進します。

行動指針

（1） 　当社に適用される法規制、当社が同意するその他の要求事項を

遵守します。

（2） 次の事項について、具体的な環境目標及び環境活動計画を定め、実施します。

① 電力・燃料の消費に伴う二酸化炭素の排出量を削減します。

② 分別の徹底・リサイクルの推進に努め、廃棄物排出量を削減します。

③ 節水に努め、総排水量を削減します。

④ グリーン購入を推進し、環境に配慮した工事施工に努めます。

⑤ 社会貢献活動を積極的に行います。

（３） 本方針を全社員に周知し、環境経営システムの継続的改善を進めます。

制定日 平成 21 年 10 月 15 日

金山建設株式会社

代表取締役 金山　明史

環　境　方　針



≪会社名≫
金山建設株式会社

≪代表者氏名≫
代表取締役　金山明史

≪環境管理責任者≫
代表取締役　金山明史 TEL０５６５－５８－０７６７

FAX０５６５－５８－１８１６
E-ｍａｉｌ　knym@hm7.aitai.ne.jp

≪所在地≫
本社
〒４４４－２２０２
愛知県豊田市松平町神田１３番地
TEL０５６５－５８－０７６７
平山営業所
〒４７１－０８２７
愛知県豊田市平山町５丁目１番地
TEL０５６５－２７－３６９３

≪事業の内容≫
土木建設業

≪建設業許可≫
一般建設業

愛知県知事許可　（般-17）第１５６２２号
許可業種舗装工事　しゅんせつ工事

産業廃棄物収集運搬業
愛知県 許可番号
豊田市 許可番号
岡崎市 許可番号

≪事業の規模≫
活動規模 単位 Ｒ１年度 Ｒ２年度 Ｒ３年度
売上高 百万円 ２２５ １９４ １２２
従業員数 人 ７ ７ ６
※事業年度 Ｒ1年度：令和　１年８月～令和２年７月

Ｒ2年度：令和　２年８月～令和３年７月
Ｒ3年度：令和　３年８月～令和４年７月

≪沿　革≫

昭和４２年　４月　金山組立上
昭和５２年１２月　金山建設㈱設立
現在に至る。

≪認証登録範囲≫
対象組織： 全社
対象活動： 事業内容と同じ

但し、産業廃棄物収集運搬業は、業としての実績を有しない為、審査申請から除外する。

事業概要

０２３００３６８２３号
０９００００３６８２３号
１０５０００３６８２３号



作成日
作成者 代表取締役　金山　明史
承認者 代表取締役　金山　明史
従業員数

４時間未満/日 ０名
４時間以上/日 ７名
（令和３年７月３１日現在）

エコアクション実施体制図

6 名

役割分担表

作業所
工事現場

現場代理人

・工事現場の電力・化石燃料使用量・ガス使用量・
水使用量・産業廃棄物の管理
・環境経営システムの実施（周知）・報告・提案・
問題点の改善
・社会貢献活動の実施・報告

事務局
金山　妙子

環境関連文書及び記録の作成・管理等

本社 本社の電力・紙類の管理

工事部
平山営業所

鈴木　真紀

作業所（工事現場）

・平山営業所の電力・化石燃料使用量・ガス使用
量・水使用量・産業廃棄物の管理。
・環境経営システムの実施（周知）・報告・提案・
問題点の改善

役　割 氏　名 責　任　・　権　限

代表取締役
金山　明史

環境方針の作成、環境管理責任者の任命、資源（人
員・設備・費用等）の整備、全体の評価と見直し

環境管理責任者 循環経営システムを構築・運用する。

金山　妙子（経理）

事　業　所
本社 工事部（平山営業所）

金山　妙子（経理） 鈴木　真紀

令和4年7月27日

代表取締役
　金山明史

環境管理責任者
金山　明史

EA21事務局



作成日 令和１年　８月　３０日
作成者 金山明史
承認者 金山明史

単位
二酸化炭素排出量

電力使用量削減
事業所

灯油使用量削減
事業所

LPG使用量削減
事業所

ガソリン使用量削減
事業所

ガソリン使用量削減
現場

軽油使用量削減
現場

一般廃棄物排出量削減

産業廃棄物再生率

水使用量削減

グリーン購入の推進
環境配慮工事の推進

※1.中部電力2019年度実排出係数0.431㎏-Co2/kwhを使用。
※2.化学物質の使用はありません。

- 推進 推進 推進

現状維持 現状維持 現状維持 現状維持 現状維持

6 6 6 6

３％削減 ３％削減

133 59134 60

３％削減 ３％削減

116 52

100 100

現状維持

３％削減 ３％削減

16,157 7,213

３％削減 ３％削減

7,427 3,316

３％削減 ３％削減

3,783 1,689

３％削減 ３％削減

205 91

３％削減 ３％削減

1,400 625

目標

３％削減 ３％削減

３％削減 ３％削減

10,470 4,674

86,915 38,801

令和１年
R1年8月～R2年7月

令和２年
R2年8月～R3年7月

令和３年
R3年8月～R4年7月

総量

　平成３０年度（30年8月～R1年7月）の実績（基準）をもとに、令和３年度までの中期目標を以下の
通り定め、その達成に向けて、社員一丸となって努力する。

項目

平成３０年
30年8月～R1年7月
実績（基準） 目標 目標
総量 原単位 原単位 総量 原単位 総量 原単位

二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
削
減

1％削減

1％削減 1％削減

２％削減

２％削減

２％削減

87,811 39,201
1％削減

削減（合計） kg-CO2 89,603 40,001 88,707 39,601

638 1,414

２％削減

ｋWh 10,794 4,819 10,686 4,771 10,578 4,722

1％削減

２％削減

631
２％削減 ２％削減

1,443 644L

211 94

1％削減

1,429

1％削減 1％削減 ２％削減

92207kg 209 93

1％削減 1％削減 ２％削減 ２％削減

1,706L 3,900 1,741 3,861 1,724 3,822

1％削減 1％削減 ２％削減 ２％削減

3,350L 7,657 3,418 7,580 3,384 7,504

1％削減 1％削減 ２％削減 ２％削減

7,287L 16,657 7,436 16,490 7,362 16,324

1％削減 1％削減 ２％削減 ２％削減

100 100

事業所 ㎏ 119 53

事業所 ％ 100 100

136 61

118 53

１％削減 １％削減 ２％削減 ２％削減

環境目標

4回

件

社会貢献活動
【年２回（6月9月12月3月）の
環境美化日に清掃】

4 4 4

事業所 m3
137 61

120 54

100 100



作成日 令和５年　６月　２０日
作成者 金山明史
承認者 金山明史

単位
二酸化炭素排出量

電力使用量削減
事業所

灯油使用量削減
事業所

ガソリン使用量削減
事業所

ガソリン使用量削減
現場

軽油使用量削減
現場

一般廃棄物排出量削減

産業廃棄物再生率

水使用量削減

グリーン購入の推進
環境配慮工事の推進

※1.中部電力2019年度調整排出係数0.426㎏-Co2/kwhを使用。
※2.化学物質の使用はありません。

二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
削
減

R4年8月～R5年7月 R5年8月～R6年7月

原単位 総量

環境目標

　令和３年度（R3年8月～R4年7月）の実績（基準）をもとに、令和６年度までの中期目標を以下の通
り定め、その達成に向けて、社員一丸となって努力する。

項目

令和３年 令和４年 令和５年 令和６年
R3年8月～R4年7月

２％削減 ２％削減

R6年8月～R7年7月
実績（基準） 目標 目標 目標
総量 原単位 総量

44,262 36,280

原単位 総量 原単位
1％削減 1％削減

３％削減 ３％削減

３％削減 ３％削減

削減（合計） kg-CO2 45,165 37,020 44,713 36,650

10,113 12,214

43,810 35,910

1％削減 1％削減 ２％削減 ２％削減

10,011 12,089 9,909ｋWh 12,463 10,216 12,338

1％削減 1％削減 ２％削減 ２％削減 ３％削減 ３％削減

L 477 391 472 387 467 383 463 379

２％削減 ２％削減

2,785 3,363
1％削減 1％削減

２％削減 ２％削減

３％削減 ３％削減

L 3,467 2,842 3,432 2,813 3,398

2,598 3,137

2,757

1％削減 1％削減

２％削減 ２％削減

３％削減 ３％削減

L 3,234 2,651 3,202 2,624 3,169

6,872 8,298

2,571

1％削減 1％削減

２％削減 ２％削減

３％削減 ３％削減

L 8,555 7,012 8,469 6,942 8,384

108 88

6,802

1％削減 1％削減

現状維持 現状維持

３％削減 ３％削減

事業所 ㎏
110 90

109 89

100 100

107 88

現状維持 現状維持 現状維持 現状維持

100 100

１％削減 １％削減 ２％削減 ２％削減

100 100

３％削減 ３％削減

事業所 m3
249 204

247 202 244 200 198

件 6 6 6 6

社会貢献活動
【年２回（6月9月12月3月）の
環境美化日に清掃】

4 4 4 4回

推進

100 100事業所 ％

推進- 推進

242



作成日 令和４年　８月２７日
作成者 金山　明史
承認者 金山　明史
評価日 令和４年　８月２７日

環境活動計画：令和３年度（令和3年8月～令和4年7月）全社取組
　目標を達成するために、以下のような活動を推進してまいりました。

＊評価：実施状況評価　○：取組充分　△：取組不充分　未実施：×

(1) 冷暖房の運用基準の策定し、設定温度を見直し及び徹底
(2) 冷暖房機フィルターの清掃年２回実施（６月・１０月）
(3) 未使用時の消灯・節電の徹底
(4) 節電啓発ポスターまたはステッカー掲示

(1) 暖房の運用基準を策定し、設定温度を見直し及び徹底
(2) 省エネ啓発ポスターまたは節電ステッカー掲示

(1) 浴槽温度の運用基準を策定し、設定温度を見直し及び徹底

(1) エコドライブ、エコ運転操作の徹底

(1) エコドライブ、エコ運転操作の徹底

(1) 両面印刷・コピー、裏紙利用の徹底
(2) 分別を徹底し再生利用の推進
(3) 私ゴミの持ち帰りを徹底

(1) 節水啓蒙ポスターまたはステッカー掲示
(2) 水道配管漏水の定期的点検

(1) 事務用品のグリーン購入品の増加
(2) 環境に配慮した工事の見積推進

(1) 事務所及び資材置き場周辺の清掃

【評価コメント】
目標値に対しては未達成事項はあるが、活動取組は実施できたと思う。
今後とも、継続的に行っていきたい。

○

環境活動計画及び実施状況の評価

項目 環　境　活　動　計　画　の　取　組　内　容

○

二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
削
減

電力使用量削減

灯油使用量削減

LPG使用量削減

ガソリン使用量削
減

廃棄物排出量削減

水使用量削減

社会貢献活動
（年２回の環境美化日に清

掃）

軽油使用量削減

グリーン購入の推進
環境配慮工事の推進

＊評価

○
○
○
○

○

○

○
○

○

○

○

○

○
○

○



作成日 令和４年　８月３０日
作成者 金山明史
承認者 金山明史

単位
二酸化炭素排出量

電力使用量削減
事業所

灯油使用量削減
事業所

LPG使用量削減
事業所

ガソリン使用量削減
事業所

ガソリン使用量削減
現場

軽油使用量削減
現場

一般廃棄物排出量削減

産業廃棄物再生率

水使用量削減

0.0% 0.0%事業所 ％ 100 100 100 100 100

環境配慮工事の推進 － － 推進 推進

３％削減

推進

グリーン購入の推進 件 6 6 6 0.0%

-5.5% 72.1%

87.4% 244.0%

-8.4% 68.3%

-56.5% -20.1%

-47.1% -2.8%

19.0% 118.6%

-65.9% -37.4%

71.0% 214.0%

環境目標の達成度

　平成３０年度（H30年8月～HR1年７月）の実績をもとに、令和3年度（R3年8月～R4年7月）の総量及
び原単位目標を以下の通り定め、その達成に向けて、社員一丸となって努力しました。その結果は以
下の通りです。

項目

平成３０年 令和３年度
増減率30年8月～R1年7月 R3年8月～R4年7月

実績（基準） 目標 実績
総量 原単位 総量 原単位 総量 原単位 総量 原単位

二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
削
減

３％削減 ３％削減
kg-CO2 89,603 40,001 86,915 38,801 45,165 37,020 -48.0%

10,794 4,819 10,470 4,674 12,463

-4.6%

３％削減 ３％削減

10,216ｋWh

644 1,400 625 477
３％削減 ３％削減

391L 1,443

３％削減 ３％削減

kg 211 94 205 91 350

３％削減 ３％削減

287

L 3,900 1,741 3,783 1,689 3,467 2,842

３％削減 ３％削減

L 7,657 3,418 7,427 3,316 3,234 2,651

３％削減 ３％削減

L 16,657 7,436 16,157 7,213 8,555 7,012

54 116 52
３％削減 ３％削減

120

３％削減

現状維持 現状維持

100

204

削減（合計）

4 0.0%4
社会貢献活動
【年２回（6月9月12月3月）の
環境美化日に清掃】

回 4

事業所 ㎏ 110 90

事業所 m3 137 61 133 59 249



作成日 令和４年　９月３０日
作成者 金山明史
承認者 金山明史

　令和３年度（3年8月～4年7月）の取組に対しての、自己評価は以下の通りです。

総量
実績：
原単位
実績：

総量
実績：
原単位
実績：

総量
実績：
原単位
実績：

総量
実績：
原単位
実績：

事業所
総量
実績：
原単位
実績：

現場
総量
実績：
原単位
実績：

現場
総量
実績：
原単位
実績：

総量
実績：
原単位
実績：

総量
実績：
原単位
実績：

・次年度の環境経営計画は令和４年度の計画を継続する。

工事に対しては、リサイクル材を使用するよ
うに見積等で提案している。

事務用品で、５件購入目標を達成することが
できた。

○

○

３月・６月９月・12月 ４回実施。今後も取組を継続する。 ○
社会貢献活動

（年２回の環境美化日に清
掃）

グリーン購入の推進 ５件 ５件

４回

環境配慮工事の推進 推進 推進

水使用量削減 ３％削減 ×
87%

244%

現場が小規模になり、現場に回送するため、
車輌・重機などの洗車前に足回り・荷台の清
掃を行った後に、水洗いを行ったが、倍近い
数字になってしまった。今後も取組を継続す
る。中水活動を次年度以降、取り組みを考慮
していく。

廃棄物排出量削減 ３％削減 ×
-5%

72%

私ゴミの推奨を進めたが、工事現場の数が増
え、書類などが増えたため、排出量が増大し
た。今後も、取組を継続していく。

軽油使用量削減 ３％削減 ○
-47%

-3%

今年度もガソリン・軽油使用量は、基準年と
比較した結果、走行表を実施し、エコドライ
ブ・アイドリングストップ等に配慮し運転し
た。ガソリンが減ったのは、軽乗用車の変更
によるものが大きい比重を占めている。軽油
の減少は、工事量が少なくなったためであ
る。今後ともエコドライブ徹底と仕事の効率
化による燃費向上により化石燃料の削減に努
める。

ガソリン使用量削
減

３％削減

△

〇

68%

-56%

-20%

LPG使用量削減 ３％削減
71%

214%

-8%

☓

LPGについては、平山の寮が主に使用してお
り、極寒であった為、利用量が増えた。ま
た、コロナ過で自炊が増えた事と4月に配管か
らガス漏れを起こしていたためである。もう
少し早く気付くべきであった。

〇

-37%

昨年度購入した灯油の在庫があり、今年度に
使用した為、減少した。

-66%

119%

売上が減少し、実積総量は減ったが、原単位
では実績のように減らなかった。二酸化炭素
総排出量は基準年度に比べ総量は削減され
た。要因として下請け率の向上で、自社での
エネルギー購入が下がったためである。

電力使用量の総量は増加した。平山寮はコロ
ナ過で売上が減少し、休日が冬・夏ともに増
加した為、家電等の電力が増加した。

取組項目
令和３年
度
目標

取組結果(増減） 評　　　　　価
（○：目標達成　△：何れか未達成　×：何れも未達成）

二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
削
減

灯油使用量削減 ３％削減

環境活動の取組結果の評価と今後の取組

二酸化炭素排出量量
削減

３％削減 〇

電力使用量削減 ３％削減 ×

-48%

-5%

19%



1 遵守状況の評価

当社に適用される環境関連法規の遵守状況の評価の結果、適正に遵守されていることが
確認されました。適用法令等は以下の通りです。
廃棄物処理法、ラージリサイクル法、再生資源利用省令、指定副産物利用促進省令、
建設リサイクル法、家電リサイクル法、建設リサイクル処理マニュアル、
建設副産物適正処理推進要綱、建設汚泥再生利用ガイドライン、自動車排ガス特措法
オフロード法、騒音規制法、振動規制法、消防法、浄化槽法、愛知県環境保全条例

2 違反・訴訟等の有無

【評価結果】
１．環境経営システム 有効に機能している 機能していない
２．環境への取組み 適切である 一部適切でない

【変更判断・指示】
１．環境方針の変更 有 無
２．環境経営目標及び環境経営計画の変更 有 無
３．実施体制の変更 有 無

【環境管理責任者への指示事項】
・ コロナ過で令和３年度も、LPG・水道などが大きく増加した。
漏水・ガス漏れが起こらないように計量器の点検を行う。

【全体評価】
・ 第３期の環境目標を立て推進しているが、未達成事項がみられので、
再度、社員の環境意識を上げ、エコドライブ等取組を継続し、経費節減を行う。

環境関連法規制への遵守状況の評価及び違反、訴訟等の有無

　環境関連法規への違反はありません。尚、関係当局よりの違反等の指摘は、過去３年間ありま
せん。

代表者による変更の必要性の判断・指示
評価者：
作成日： 令和4年7月30日

金山明史

代表者による全体評価と見直し結果

　当社では代表者が環境管理責任者と重複する為、代表者が全体見直しに必要な情報を収集
し、システムの有効性、取組の適切性を評価する。


